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令和７年度全国学力・学習状況調査の結果について 
１ 調査の概要 

 ⑴ 目的（文部科学省のねらい） 

  ア 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学

力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

  イ 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

  ウ ア、イの取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 ⑵ 調査実施日 

教科に関する調査（筆記）             

（小学校：国語・算数・理科）（中学校：国語・数学）  

教科に関する調査（CBT1）（中学校：理科）  

質問紙調査（小学校、中学校） 

令和７年４月17日（木） 

 

令和７年４月14日（月） 

令和７年４月18日（金） 

 ⑶ 吉田町の実施学校数及び実施児童生徒数 

  ア 小学校 

３校（住吉小学校・中央小学校・自彊小学校） 児童数212人（第６学年） 

  イ 中学校  

１校（吉田中学校）             生徒数242人（第３学年） 

 ⑷ 調査内容 

  ア 教科に関する調査（国語、算数・数学、理科） 

  イ 質問紙調査 

㋐ 児童生徒に対する調査（学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等） 

㋑ 学校に対する調査（指導方法に関する取組や教育条件の整備の状況等） 

２ 調査結果の概要 

⑴ 教科に関する調査の正答率は、中学国語「書くこと」においては国を上回ったが、

各教科いずれも県や国よりも低く、上位層が少なく下位層が多い傾向にあった。 

⑵ 質問紙調査の回答において、ICTを活用した学習状況、主体的・対話的で深い学

びに関する実践力や意識が高いが、教科が好き、役に立つ等という意識は低かった。 

３ これから身に付けていきたい力 

⑴ 課題を見いだし、情報を活用して考える力 

  教科の学習の中で感じた疑問や課題を出発点に、必要な情報を収集・選択・整理・

分析し、教科の見方や考え方を働かせながら、これまで学んだことや日常生活と結

び付けて根拠をもって考える力 

⑵ 他者と情報を共有し、考えを深める力 

  調べた情報や自分の考えを ICTなどを活用して表現・共有し、他者の意見やデー

タと比較・検討・再構成しながら、よりよい考えをつくり出す力 

⑶ 自分の学びを見取り、改善していく力 

  学習内容に対する興味・関心や考え方の変化に気付き、自分の理解の進み具合を

振り返り、自己の課題を解決していく力 

 
1 CBT（Computer Based Testing）とは、コンピューター上での試験方式のこと。 
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４ 吉田町の学力に対する調査結果 

 ⑴ 平均正答率の静岡県・全国との比較 

学年 教科 吉田町 静岡県 差 全国 差 

小６ 

国語 63.9  66.0  -2.1  66.8  -2.9  

算数 52.4  57.1  -4.7  58.0  -5.6  

理科 50.2  55.3  -5.1  57.1  -6.9  

中３ 

国語 53.2  56.3  -3.1  54.3  -1.1  

数学 45.0  51.0  -6.0  48.3  -3.3  

理科 

（IRT2） 
497    527    -30    503    -6    

 ⑵ 正答数に対する児童生徒の割合 

吉田町教育委員会   静岡県（公立）   全国（公立） 

【小学校】 

国語 算数 理科 

   

【中学校】 

国語 数学 理科 

  

 

IRTバンド分布グラフ 
（横軸：IRTバンド3 縦軸：割合） 

 
2 IRT とは、正解・誤答が、問題の特性（難易度、測定精度）によるのか、児童生徒の学力による

のかを区別して分析し、児童生徒の学力スコアを推定する統計理論で、IRT スコアは、項目反応理

論に基づいて正誤パターンの状況から学力を推定し、500 を基準とした得点で表すものである。

（「令和 7 年度全国学力・学習状況調査「中学校理科」IRT を用いた結果返却について」参照） 
3 IRT バンドとは、IRT スコアを１～５の５段階に区切ったもので、３を基準のバンドとして５が

最も高いバンドとなる。IRT スコア・IRT バンドは、難易度の高い問題に正答していると高めに、

難易度の低い問題に誤答していると低めに算出される。（「令和 7 年度全国学力・学習状況調査「中

学校理科」IRT を用いた結果返却について」参照） 
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⑶ 平均正答率の経年比較：県との差（％） 

 ア 小学生 

  ※ 平成30年度までの結果は、国語A・国語B及び算数A・算数Bを足して平均を出

し「国語」「算数」の平均正答率を算出 

教科 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3 R4 R5 R6 R7 

国語 -5.9 -0.3 1.8 -0.4 0.6 -2.8 3.4 0.4 -1.1 -1.9 -2.5 -2.1 

算数 -2.2 -1.6 0.3 -0.2 1.6 -2.4 0.5 -0.2 -3.0 -2.5 -7.0 -4.7 

理科   -0.6   0.8   -0.3   -5.1 

  イ 中学校 

※ 平成30年度までの結果は、国語A・国語B及び数学A・数学Bを足して平均を出

し「国語」「数学」の平均正答率を算出 

教科 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3 R4 R5 R6 R7 

国語 -2.4 -2.6 -5.8 -2.9 -3.7 -1.6 -4.1 -0.6 -2.8 -2.1 0.4 -3.1 

数学 -3.1 -5.1 -7.7 -3.4 -5.0 -2.2 -1.2 -2.0 -4.0 -6.0 -4.6 -6.0 

理科   -4.0   -4.2   -1.5   -30 

※令和7年度はIRTスコア 
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 ⑷ 県や国と比較して正答率が高い主な問題 

科目 
問題 

番号 

正答率（％） 
問題の概要 出題の趣旨 

吉 田 町 県 全国 

国語 

（小） 
１一 56.9 54.1 53.3 

【話し合いの様子】に

おける小森さんの傍

線部の発言を説明し

たものとして適切な

ものを選択する 

目的や意図に応じて、

日常生活の中から話題

を決め、集めた材料を

分類したり関係付けた

りして、伝え合う内容

を検討することができ

るかどうかをみる 

国語 

（中） 
２二 80.1 80.4 77.9 

聞き手の反応を見て

発した言葉について、

そのように発言した

理由を説明したもの

として適切なものを

選択する 

相手の反応を踏まえな

がら、自分の考えが分

かりやすく伝わるよう

に表現を工夫すること

ができるかどうかをみ

る 

算数 

（小） 
２⑵ 52.8 54.4 50.2 

方眼上の五つの図形

の中から、台形を選ぶ 

台形の意味や性質につ

いて理解しているかど

うかをみる 

数学 

（中） 
３ 62.4 59.3 58.1 

△ＡＢＣにおいて、∠

Ａの大きさが５０°

のときの頂点Ａにお

ける外角の大きさを

求める 

多角形の外角の意味を

理解しているかどうか

をみる 

理科 

（小） 
３⑵ 47.6 46.1 45.6 

ヘチマの花粉を顕微

鏡で観察するとき、適

切な像にするための

顕微鏡の操作を選ぶ 

顕微鏡を操作し、適切

な像にするための技能

が身に付いているかど

うかをみる 

理科 

（中） 

１⑵ 60.9 51.3 46.2 

「理科の実験では、な

ぜ水道水ではなく精

製水を使うのかな？」

という疑問を解決す

るための課題を記述

する 

身の回りの事象から生

じた疑問や見いだした

問題を解決するための

課題を設定できるかど

うかをみる 

１⑹ 84.5 83.6 79.4 

水道水と精製水に関

する２人の発表を見

て、探究の過程におけ

るあなたの振り返り

を記述する 

科学的な探究を通して

まとめたものを他者が

発表する学習場面にお

いて、探究から生じた

新たな疑問や身近な生

活との関連などに着目

した振り返りを表現で

きるかどうかをみる 

目的に応じて相手に分かりやすく伝えたり、課題を設定したりする力が、県や国

に比べ定着が見られた。学びの手引き（学習計画）を児童生徒と教師がと共有し、

児童生徒自ら学びを大切にした探究的な学びの効果と考えられる。 
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⑸ 課題が見られた問題 

 【小学校国語】 

問題 

番号 

正答率（％） 
問題の概要 出題の趣旨 

吉 田 町 県 全国 

３二 

⑴ 
73.9 80.2 81.6 

【資料３】を読み、【木村さ

んのメモ】の空欄イに当て

はまる内容として適切なも

のを選択する 

事実と感想、意見などの関

係を叙述を基に押さえ、文

章全体の構成を捉えて要旨

を把握することができるか

どうかをみる 

３二 

⑵ 
43.6 51.3 51.3 

【話し合いの様子】の田中

さんの発言空欄Aに当ては

まる内容として適切なもの

を選択する 

目的に応じて、文章と図表

などを結び付けるなどして

必要な情報を見付けること

ができるかどうかをみる 

３三 

⑴ 
33.2 40.1 40.8 

【資料３】を読み、【木村さ

んのメモ】の空欄イに当て

はまる内容として適切なも

のを選択する 

事実と感想、意見などの関

係を叙述を基に押さえ、文

章全体の構成を捉えて要旨

を把握することができるか

どうかをみる 

 

問題番号３二⑵ 

 事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に押さえ、文章全体の構成を捉えて

要旨を把握することができるかどうかをみる問題 

正答：３ 
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問題番号３三⑴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けるこ

とができるかどうかをみる問題 

正答：１ 

正答：３ 
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学習指導要領における内容（抜粋） 

〔第５学年及び第６学年〕Ｃ 読むこと 

⑴ 読むことに関する次の事項を身に付けることができるように指導する。 

ア 事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に押さえ、文章全体の構成を捉

えて要旨を把握すること。 

ウ 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付け

たり、論の進め方について考えたりすること。 

  【小学校算数】 

問題 

番号 

正答率（％） 
問題の概要 出題の趣旨 

吉 田 町 県 全国 

３⑵ 19.8 20.0 23.0 

３／４＋２／３について、

共通する単位分数と、３／

４と２／３が、共通する単

位分数の幾つ分になるかを

書く 

分数の加法について、共通

する単位分数を見いだし、

加数と被加数が、共通する

単位分数の幾つ分かを数や

言葉を用いて記述できるか

どうかをみる 

３⑶ 25.5 33.0 35.0 

数直線上に示された数を分

数で書く 

数直線上で、１の目盛りに

着目し、分数を単位分数の

幾つ分として捉えることが

できるかどうかをみる 

３⑷ 73.6 80.4 81.3 

１／２＋１／３を計算する 異分母の分数の加法の計算

をすることができるかどう

かをみる 

 

 

 

 

＜改善に向けて＞ 

正答率が高い問題と低い問題を比較すると、正答率が高い問題は提示資料が１

つ、低い問題は提示資料が４つと資料数に差があり、複数の資料を関連付けて読

む力に課題がみられた。目的に応じて文章と図に線を引いたり、表に整理したり

するなど資料の関連を可視化しながら考えをつくる力を付ける必要がある。 

また、正答率が低い問題の傾向から「Ｃ 読むこと」に課題があった。学習指

導要領では「文章を読んで理解したことに基づいて自分の考えをまとめること」

「その考えを表現し互いの考えを認め合ったり、比較して違いに気付いたりする

ことを通して自分の考えを広げていくこと」をねらいとしており、友達との対話

を通して物事を多面的に捉え、読みを深める力を付ける必要がある。 
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問題番号３⑵ 

 

学習指導要領における内容（抜粋） 

〔第５学年〕 Ａ 数と計算 

⑸ 分数の加法及び減法に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 異分母の分数の加法及び減法の計算ができること。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 分数の意味や表現に着目し、計算の仕方を考えること。 

 

問題番号３⑶ 

数直線上で、１の目盛りに着目し、分数を単位分数の幾つ分として捉えること

ができるかどうかをみる問題 

 分数の加法について、共通する単位分数を見いだし、加数と被加数が、共通す

る単位分数の幾つ分かを数や言葉を用いて記述できるかどうかをみる問題 

正答例： 

３/４と２/３のもとにする数を同じ数にす

るとき、その数は１/12になります。３/４

は１/12の９個分、２/３は１/12の８個分で

す。 

 

正答の条件： 

次の①、②、③の全てを書いている。 

① ３/４と２/３に共通する単位分数が、

１/12であることを表す数や言葉（分母が

12の倍数の単位分数を含む） 

② ３/４が共通する単位分数の幾つ分かを

表す数や言葉 

③ ２/３が共通する単位分数の幾つ分かを

表す数や言葉 

正答： 

 

ア  

 

イ   又は 

１       
３       

５       
３       

２       
３       

１   
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学習指導要領における内容（抜粋） 

〔第３学年〕 Ａ 数と計算 

⑹ 分数とその表し方に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ）等分してできる部分の大きさや端数部分の大きさを表すのに分数を用 

いることを知ること。また、分数の表し方について知ること。 

(ｲ) 分数が単位分数の幾つ分かで表すことができることを知ること。 

 

 

【小学校理科】 

問題 

番号 

正答率（％） 
問題の概要 出題の趣旨 

吉 田 町 県 全国 

２⑴ 6.1 9.4 10.6 

アルミニウム、鉄、銅につ

いて、電気を通すか、磁石

に引き付けられるか、それ

ぞれの性質に当てはまるも

のを選ぶ 

身の回りの金属について、

電気を通す物、磁石に引き

付けられる物があることの

知識が身に付いているかど

うかをみる 

２⑶ 56.1 76.4 78.0 

ベルをたたく装置の電磁石

について、電流がつくる磁

力を強めるため、コイルの

巻数の変え方を書く 

電流がつくる磁力につい

て、電磁石の強さは巻数に

よって変わることの知識が

身に付いているかどうかを

みる 

２⑷ 37.7 52.9 55.1 

乾電池２個のつなぎ方につ

いて、直列につなぎ、電磁

石を強くできるものを選ぶ 

乾電池のつなぎ方につい

て、直列つなぎに関する知

識が身に付いているかどう

かをみる 

 

＜改善に向けて＞ 

全体的に正答率が県や全国に比べ低く、学習したことが理解できているか、児

童生徒一人一人が学びの状況を確認する必要がある。また、問題を解く技能のみ

にとどまらず、考え方や誤答の原因について議論するなど、個々の理解の状況に

応じた学び方によって定着を図っていくことが大切である。 

問題３⑵の分母の異なる分数の計算については、単位分数の意味を理解した上

で論理的に説明する力が必要であり、基礎的・基本的な内容の理解とともに、図

を用いて分数の意味について考えたり、既習事項を振り返り、共通点や相違点に

気付いて統合的に考えたりすることで理解を深める必要がある。 

また、各学年のつながりを意識し、見方・考え方を下学年から繰り返し働かせ

ることが大切である。該当学年の内容のみを学習するのではなく、領域を通して

振り返る場を設定することで、概念や性質についての理解を深め、学んだ知識及

び技能を問題解決において活用する方法を理解する必要がある｡ 
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問題番号２⑴ 

 
学習指導要領における内容（抜粋） 

〔第３学年〕 Ａ 物質・エネルギー 

⑷ 磁石の性質について、磁石を身の回りの物に近付けたときの様子に着目し

て、それらを比較しながら調べる活動を通して、次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付ける

こと。 

(ｱ) 磁石に引き付けられる物と引き付けられない物があること。また、磁石

に近付けると磁石になる物があること。 

⑸ 電気の回路について、乾電池と豆電球などのつなぎ方と乾電池につないだ物

の様子に着目して、電気を通すときと通さないときのつなぎ方を比較しながら

調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付ける

こと。 

(ｲ) 電気を通す物と通さない物があること。 

 身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引き付けられる物があること

の知識が身に付いているかどうかをみる問題 

正答： 

アルミニウム ２ 

鉄 １ 

銅 ２  
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問題番号２⑶ 

 

 
学習指導要領における内容（抜粋） 

〔第５学年〕 Ａ 物質・エネルギー 

⑶ 電流がつくる磁力について、電流の大きさや向き、コイルの巻数などに着目

して、それらの条件を制御しながら調べる活動を通して、次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けるこ

と。 

(ｲ) 電磁石の強さは、電流の大きさや導線の巻数によって変わること。 

 

 

 

 電流がつくる磁力について、電磁石の強さは巻数によって変わることの知識が

身に付いているかどうかをみる問題 

正答：多くする 又は 増やす 

＜改善に向けて＞ 

知識が身に付いたか問う問題が県や国と比較し低い正答率であった。 

より深く理解し活用できるようにするために、観察・実験で得られた結果の共

通点や相違点から傾向を見つけ出し、科学的視点を根拠に原理や法則に結び付け

て結論を導き出すことで体系的に整理することが大切である。 

また、理科においては、紙面上の学びに留まらず操作や実験などの体験を通し

て発見したり、驚きを味わったりすることで印象深く学ぶことが大切である。 
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【中学校国語】 

問題 

番号 

正答率（％） 
問題の概要 出題の趣旨 

吉 田 町 県 全国 

２四 23.7 27.9 23.2 

発表のまとめの内容をより

分かりやすく伝えるための

スライドの工夫について、

どのような助言をするか、

自分の考えを書く  

資料や機器を用いて、自分

の考えが分かりやすく伝わ

るように表現を工夫するこ

とができるかどうかをみる

  

３四 15.4 18.8 17.1 

「一 榎木の実」に書かれ

ている場面が、「二 釣の

話」には書かれていないこ

とによる効果について、自

分の考えとそのように考え

た理由を書く 

文章の構成や展開につい

て、根拠を明確にして考え

ることができるかどうかを

みる  

 

問題番号３四 

 文章の構成や展開について、根拠を明確にして考えることができるかどうか

をみる問題 

 

（
島
崎
藤
村
「
二
人
の
兄
弟
」
に
よ
る

。 
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学習指導要領における内容（抜粋） 

〔第１学年〕思考力、判断力、表現力等 Ｃ 読むこと 

エ 文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えること。 

 

【中学校数学】 

問題 

番号 

正答率（％） 
問題の概要 出題の趣旨 

吉 田 町 県 全国 

１ 23.1 34.2 31.8 
１から９までの数の中から

素数を全て選ぶ 

素数の意味を理解している

かどうかをみる 

２ 40.9 53.2 51.9 

果汁４０％の飲み物ａｍＬ

に含まれる果汁の量を、ａ

を用いた式で表す 

数量を文字を用いた式で表

すことができるかどうかを

みる 

４ 25.6 30.9 34.7 

一次関数ｙ＝６ｘ＋５につ

いて、ｘの増加量が２のと

きのｙの増加量を求める 

一次関数ｙ＝ａｘ＋ｂにつ

いて、変化の割合を基に、ｘ

の増加量に対するｙの増加

量を求めることができるか

どうかをみる 

６⑵ 20.2 26.7 25.7 

３ｎと３ｎ＋３の和を２

（３ｎ＋１）＋１と表した

式から、連続する二つの３

の倍数の和がどんな数であ

るかを説明する 

式の意味を読み取り、成り

立つ事柄を見いだし、数学

的な表現を用いて説明する

ことができるかどうかをみ

る 

６⑶ 36.4 51.1 45.2 

連続する三つの３の倍数の

和が、９の倍数になること

の説明を完成する 

目的に応じて式を変形した

り、その意味を読み取った

りして、事柄が成り立つ理

由を説明することができる

かどうかをみる 

正答例： 

読者の意表を突く効果がある。なぜなら、「一 榎木の実」には、失敗した兄弟が、お爺さん

のおかげで成功する場面が書かれているため、「二 釣の話」も同じような展開になると予想し

て読み進める読者が多いと思うからだ。 

正答の条件： 

次の条件を満たして解答している。①どのような効果があるかを書いている。②①のように考

えた理由を、｢の部分のような『あとに続く話』が、『一 榎木の実』にはあるが、『二 釣の

話』にはない」という展開を踏まえて書いている。③②について、物語の内容を適切に取り上げ

て書いている。 

＜改善に向けて＞ 

文章の構成を考えたり、自分の考えを書いたりする力を問う問題の正答率が

低かった。この力を付けるためには、文章全体や部分における展開を把握して自

分なりの意味付けをして考えることが重要である。 

問題３四では、文章を根拠に自分以外の読み手の解釈と比較しながら意見交

流して考えを比較し、作品への理解を深める必要がある。 
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  問題番号６⑵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題番号６⑶ 

 式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数学的な表現を用いて説明す

ることができるかどうかをみる問題 

 目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立つ

理由を説明することができるかどうかをみる問題 

正答例： 

連続する２つの３の倍数の和は、

奇数である。 
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学習指導要領における内容（抜粋） 

〔第２学年〕Ａ 数と式 

(1) 文字を用いた式について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 文字を用いた式を具体的な場面で活用すること。 

 

【中学校理科】 

問題 

番号 

正答率（％） 
問題の概要 出題の趣旨 

吉 田町 県 全国 

１⑸ 34.3 47.2 44.9 

塩素の元素記号を記述す

る 

塩素の元素記号を問うこと

で、元素を記号で表すことに

関する知識及び技能が身に付

いているかどうかをみる 

２⑴ 17.6 19.3 14.0 

【考察】をより確かなも

のにするために必要な実

験を選択し、予想される

実験の結果を記述する 

【考察】をより確かなものに

するために、音に関する知識

及び技能を活用して、変える

条件に着目した実験を計画

し、予想される実験の結果を

適切に説明できるかどうかを

みる 

９⑴ 30.5 36.5 31.8 

【予想】から学習した内

容が反映されたAさんの

【振り返り】を読み、Aさ

んの【予想】を判断し、選

択する 

気圧について科学的に探究す

る場面において、状態変化や

圧力に関する知識及び技能を

基に、予想が反映された振り

返りについて問うことで、探

究の過程の見通しについて分

析して解釈できるかどうかを

みる 

正答例： 

＜９（n＋１）と計算している場合＞ 

n＋１は整数だから、９（n＋１）は９の倍数である。したがって、連続する３つの３の倍数の

和は、９の倍数になる。 

＜９n＋９と計算している場合＞ 

９n、９が９の倍数で、９の倍数の和は９の倍数だから、９n＋９は９の倍数である。したがっ

て、連続する３つの３の倍数の和は、９の倍数になる。 

＜改善に向けて＞ 

図形を構成する辺や角の関係を捉える問題の正答率は比較的高かったが、素数

の意味や文字式などの基礎・基本の理解や式の意味を説明する力に課題がみられ

た。 

小学校と同様、学習指導要領の目標にある「算数・数学の問題発見・解決の過

程（考える過程）」を大切にした授業を展開し、解答を導き出すための理由や過

程を説明したり、議論したりすることで、知識や思考力の向上を図る必要がある。   

また、日常生活や社会の事象における問題を数学の問題として捉え、数学を活

用して解決する学習をしていく必要がある。 
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  問題番号２⑴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【考察】をより確かなものにするために、音に関する知識及び技能を活用して、
変える条件に着目した実験を計画し、予想される実験の結果を適切に説明できる
かどうかをみる問題 

正答： 

【実験１、２の波形の振動数＜アの波形の振動数】の条件を満たしているもの 

例１ 実験１、２より振動数が多いことが分かればよい。 

例２ 実験１、２の振動数が、アよりも少ないことが分かればよい。 
 

【実験２の波形の振動数＜イの波形の振動数＜実験１の波形の振動数】の条件を満たしているもの 

例１ 実験１より振動数が少なく、実験２より振動数が多いことが分かればよい。 

例２ 振動数が、実験１と実験２の間であることが分かればよい。 
 

【ウの波形の振動数＜実験１、２の波形の振動数】の条件を満たしているもの 

例１ 実験１、２より振動数が少ないことが分かればよい。 

例２ 実験１、２の振動数が、ウよりも多いことが分かればよい。 
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学習指導要領における内容（抜粋） 

〔第１分野〕 

⑴ 身近な物理現象  

ア (ｱ) 光と音 

㋒ 音についての実験を行い、音はものが振動することによって生じ空気

中などを伝わること及び音の高さや大きさは発音体の振動の仕方に関

係することを見いだして理解すること。 

 

問題番号９⑴ 

 気圧について科学的に探究する場面において、状態変化や圧力に関する知識及

び技能を基に、予想が反映された振り返りについて問うことで、探究の過程の見

通しについて分析して解釈できるかどうかをみる問題 

正答： 

 煙のようなものがあがる

化学変化が起こったのでは

ないか。 
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学習指導要領における内容（抜粋） 

〔第２分野〕思考・判断・表現（枠組み：分析・解釈） 

⑷ 気象とその変化  

ア (ｱ) 気象観測 

㋐ 気象要素として、気温、湿度、気圧、風向などを理解すること。また、

気圧を取り上げ、圧力についての実験を行い、圧力は力の大きさと面積

に関係があることを見いだして理解するとともに、大気圧の実験を行い、

その結果を空気の重さと関連付けて理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜改善に向けて＞ 

情報を吟味する判断力や課題設定の力が付いてきているが、結果を適切に説明

する力や探究の過程の見通しについて分析して解釈する力に課題がある。 

実験や観察した事実の関係性を検討する際には、「○○と比べて」のように比

較する対象を明確にして文章に表現することで結果を適切に説明したり、探究の

過程において、修正前の考えを消さずに残したまま修正し、自己の変容を振り返

ったりして、分析して解釈する力を高めていく必要がある。 
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５ 学習状況調査結果の概要 

⑴ 結果チャート 

 ※ 内側の点線は全国基準 

 

【小学校】 

【中学校】 

 

吉田町の児童生徒は、「教科を中心とした学力・学習状況」の回答において、「ICT

を活用した学習状況」「主体的・対話的で深い学び」に関して高かった。それに対

し、「教科に関する意識」や「教科の学力」に関しては低かった。 

  「その他の学力・学習状況（学習習慣・自己有用感等）の回答においては、「読

書等」を除き、「生活習慣」「学習習慣」「自己有用感等」「向社会性」「主体的な学習

の調整」「総合・学級活動・道徳」に関しては全国に比べて高い割合で肯定的であ

った。 

  これらの結果から、ICTを活用した主体的・対話的な学び方が児童生徒に浸透し

ており、学習環境に対する前向きな態度が養われている傾向にある。 

  引き続き ICTを活用した探究的な学習過程を大切にしながら、学びと実生活をつ

なげ、教科が役に立つと実感することで、教科に関する意識や学力を伸ばしていく

必要がある。 
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⑵ 児童生徒質問紙調査における成果と課題 

＜成果がみられた質問項目＞ 

質問事項 
小学校 中学校 

吉 田 町 県比 全 国 比 吉 田 町 県比 全 国 比 

自分には、よいところがあると思いますか 90.3 2.4 3.4 90.4 3.2 4.2 

学校に行くのは楽しいと思いますか 94.9 7.3 8.4 87.8 0.1 1.7 

目
的
意
識 

将来の夢や目標を持っていますか 87.0 3.1 3.9 72.1 3.1 4.6 

学級活動における学級での話合いを生

かして、今、自分が努力すべきことを決

めて取り組んでいますか 

86.9 6.0 6.1 89.1 10.4 11.8 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力 

人が困っているときは、進んで助けてい

ますか 
97.7 4.2 4.0 95.7 3.9 4.8 

困りごとや不安がある時に、先生や学校

にいる大人にいつでも相談できますか 
83.2 10.4 12.6 85.6 10.6 12.6 

学級の友達との間で話し合う活動を通

じて、自分の考えを深めたり、新たな考

え方に気付いたりすることができてい

ますか 

86.5 1.4 1.6 90.0 3.2 5.3 

情
報
活
用

能
力 

小学５年（中学１,２年）のときに受け

た授業で、PC・タブレットなどの ICT 機

器を、どの程度使用しましたか 

92.6 40.1 45.9 95.7 31.5 42.5 

主
体
的

な
学
び 

小学５年(中学１,２年）のときに受けた

授業では、課題の解決に向けて自分で考

え自分から取り組んでいましたか 

87.5 7.3 7.2 88.3 9.6 10.6 

対
話
的

な
学
び 

授業や学校生活では、友達や周りの人の

考えを大切にしてお互いに協力しなが

ら課題の解決に取り組んでいますか 

94.4 2.3 2.5 95.3 2.4 3.4 

＜課題がみられた質問項目＞ 

質問事項 
小学校 中学校 

吉 田 町 県比 全国比 吉田町 県比 全 国 比 

教
科
へ
の
意
識
・
理
解 

国語の勉強は好きですか 54.9 -1.7 -3.4 61.3 1.8 3.4 

国語の内容はよく分かりますか 77.2 -4.2 -5.6 80.9 2.2 3.9 

算数・数学の勉強は好きですか 55.8 -3.7 -2.1 46.1 -10.7 -7.7 

算数の内容はよく分かりますか 76.7 -1.4 -1.6 58.3 -10.7 -12.0 

理科の授業の勉強は好きですか 78.1 -1.9 -2.0 61.3 -5.6 -2.5 

理科の内容はよく分かりますか 85.6 -2.2 -3.3 63.9 -7.3 -7.5 

 本町は、教育目標「生涯にわたり学び合い高め合う人づくり」へ向け、令和６年

度、「目的意識」と「主体性」の育成に注力してきた。探究的な学びや人との関わ

りを大切にした学級経営の結果、「目的意識」や「コミュニケーション力」につい

て肯定的な回答が多く、「自分にはよいところがある」「学校に行くのは楽しい」と

感じている児童生徒も多かった。また、ICTを活用した探究的な学びの学習過程を

大切にした取組が「主体的・対話的な学び」の実践につながり、主体性や協働性へ

の意識が高い傾向が見られた。 

一方で、教科への意識と学習内容の理解に課題が見られる。今後は誰一人取り

残されない魅力ある授業づくりで学びに向かう力を高める必要がある。 

吉田町…肯定的な回答をした児童生徒の割合 

県や全国との正答率の差 10 以上  0 以下 
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 ⑶ 「教科に関する調査結果」と「質問調査結果」のクロス集計 

 

「毎日、同じくらいの時刻に寝ている」「分からないことやくわしく知りたいこと 

があったときに、自分で学び方を考え、工夫することはできる」と答えた児童生徒

は正答率が高いことから、自ら生活を整えたり、自ら学んでいったりすることを意

識していくことと教科の学力に相関があるといえる。 

 
「毎日同じぐらいの時刻に寝ていますか？」 

「毎日、同じくらいの時刻に寝ている」と答えた児童生徒は、正答率が高い 

 
 

「分からないことやくわしく知りたいことがあったときに、 
自分で学び方を考え、工夫することはできますか？」 

 

「分からないことやくわしく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、
工夫することはできる」と答えた児童生徒は、正答率が高い 

【横軸】回答した選択肢 ①している ②どちらかといえば、している ➂あまりしていない ④全くしていない 

① 
③ 
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【横軸】回答した選択肢 ①している ②どちらかといえば、している ➂あまりしていない ④全くしていない 

【縦軸】国語・算数・理科（小）、国語・数学(中)の正答率 
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